
平成 28年度 

松村謙三塾及び没後 45周年フォーラムのご案内 

❖期間 平成 28年 8/20(土)～21(日) 

松村謙三顕彰会では松村謙三先生の思い出を募集し、身近な先生の姿や埋もれている事、作品、品物、エピソードを募

集し、発表することを通じて先生の遺徳をもとに、現代社会にも通じる大切なことを伝える活動を行っています。 

松村謙三先生の業績やご遺志を継続して伝えるため、毎年命日に記念フォーラムを開催しております。 

この他に本年は、複数の大学の学生が、市民とともに学ぶ場を設け、松村謙三先生の足跡を追いながら、生前に親交のあっ

た身近な方々からの情報を収集し、市内各所に現存する松村謙三関係文書等の調査収集と整理を行います。 

今回、調査研究する大学の研究者による公開講座も合わせて行われます。 
 

場所 福光福祉会館：2階研修室及び 3階ホール  

参加費 無料  

◆開催内容 

回 日時 ・ 場所 テーマ ・ 内容 講 師 

1 回  

公開講座 

 

8 月 20 日(土) 

午後 2 時～2 時 50 分 

2 階研修室 

「中国都市部の地域自治の実践からの示唆」 
松村謙三氏が国交の礎を築いた中国の都市部では、現在、「社区」を

中心とした地域自治が展開されています。日本には同様のものがないので

すが、敢えて言うなら、行政の支所や公民館や地域の自治会館が１つに

なったイメージのものといえます。基層社会の自治は日本と中国では相異

しますが、中国での実践から得られる示唆を日本でどのように活用できる

かについて迫ってみたいと思います。 

 

大東文化大学法学部 

専任講師 

 藤井誠一郎氏 

2 回  

公開講座 

 

8 月 20 日(土) 

午後 3 時～3 時 50 分 

2 階研修室 

「イギリスの EU 離脱をめぐる国民投票につ

いて」 
イギリスの国民投票において EU離脱派が勝利を収めたことは、日本に

おいても大きな衝撃を与えました。なぜイギリス国民の多くが離脱を選択し

たのでしょうか。イギリスの EU 離脱はどのような影響を与えるのでしょうか。

この公開講座では、戦後の松村謙三も強い関心を持っていたヨーロッパ

統合の歴史を振り返りながら、様々な角度からイギリスの EU 離脱に関す

る国民投票の背景やイギリスとヨーロッパの今後の展開などについて考えた

いと思います。 

 

大東文化大学法学部 

准教授 

中根一貴氏 

3 回  

公開講座 

 

8 月 21 日(日) 

午前 9 時 30 分 

～10 時 20 分 

2 階研修室 

「人物から近現代史を考える」 
明治以降の近代的な交通機関の発達によって、人や物の移動距離・量

は飛躍的に高まりました。ある個人や集団の活動を詳細に見ていくと、現

在とは違ったネットワークのあり方などが見えてきます。この講座では、京浜

地区と富山県の双方にゆかりの人物（浅野総一郎、松村謙三ら）を紹

介し、彼らが日本近現代史で果たした役割などを考えたいと思います。 

 

大正大学文学部 

准教授 

松本洋幸氏 



回 日時 ・ 場所 テーマ ・ 内容 講 師 

4 回  

公開講座 

 

8 月 21 日(日) 

午前 10 時 30 分 

～11 時 20 分 

2 階研修室 

「関係者への聞き取り調査と歴史研究」 
明治維新後、日本人は急速に忘れられていく近世の様子を記録に

残そうと、史談会を創設し、聞き取り調査を行いました。こうした聞

き取り調査は、歴史学界では積極的に利用されることが少なかった

のですが、近年はその意義も認められつつあります。今回の松村謙

三に関する調査研究などの経験もふまえ、地域史研究への示唆を

得るべく、聞き取り調査と歴史研究の歴史と現状を考えたいと思い

ます。 

 

大東文化大学法学部 

教授 

武田知己氏 

5 回  

基調講演 

 
8 月 21 日(日) 

午後 1 時 45 分～3 時 

3 階しゃくなげホール 

「松村謙三と日中関係―ＬＴ・ＭＴ貿易

を中心に」 
晩年の松村謙三が使命感を持って取り組んだのは日中関係の改

善でした。両国に国家間関係のなかった１９６０年代、松村は断

絶していた日中民間貿易（ＬＴ貿易）を再開させ、最後まで両

国の国交正常化の必要性を説き続けました。この講演では高碕達

之助や岡崎嘉平太といった人物との交わりも紹介しつつ、松村の日

中関係に果たした歴史的役割を論じたいと思います。 

 

成蹊大学法学部 

准教授 

井上正也氏 

6 回  

パネルディスカッション 
 

8 月 21 日(日) 

午後 3 時 15 分～5 時 

 

3 階しゃくなげホール 

「松村謙三をめぐる戦前・戦後の政治と

社会～日本・アジア・世界の動き～」 
松村謙三の足跡は、青年期を含めれば明治・大正・昭和の三

代にまたがります。それは、日本が近代国家として華々しく発展して

いく時代から国際的孤立の時代へ、そして、戦争を挟み、復興と再

建の時代へと続く、激動の時代でした。 

その足跡を、近年、戦前・戦時の松村謙三と親交があった石川

県出身の政治家・櫻井兵五郎の伝記を上梓された櫻井廣明氏の

お話を軸に、多方面から読み解きます。 

また、松村の名前が散見される同書に限らず、基調講演や公開

講座における皆さんの感想や質問にも改めて答えながら、日本・ア

ジア・世界の過去と現在、そして未来を考えます。 

 

＊コーディネーター  

大東文化大学法学部 

教授  

武田知己氏 

 

＊パネラー 

成蹊大学法学部 

准教授 

 井上正也氏 

櫻井兵五郎伝著者・ 

元石川県議会副議長

櫻井廣明氏 

大正大学文学部 

准教授 

 松本洋幸氏 

大東文化大学法学部 

講師 

 藤井誠一郎氏 

 

 

 

問い合わせ先 

          南砺市福光福祉会館・松村記念会館     

〒939-1654 富山県南砺市福光 5260番地（Tel  0763-52-3022    Fax  0763-52-3023） 

松村謙三顕彰会（南砺市福光行政センター内） 

〒939-1692 富山県南砺市荒木 1550番地（Tel  0763-52-1111    Fax  0763-52-3232） 


